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５）修得単位の取消し

既に修得した単位は，取り消すことができません。ただし，授業料若しくは入学料の未納を理由とし

て除籍された場合又は試験における不正行為により懲戒処分を受けた場合は，この限りではありま

せん。

６）履修方法

（１）学生は，所属する課程，専攻・選修・コースに開設された授業科目を履修しなければ 

なりません。 

ただし，履修上必要と認められた科目については，この限りではありません。 

（２）授業科目は，標準開設学期において履修することが原則です。 

（３）同一の曜日・時限において２つの授業科目を履修することはできません。 

（４）自由選択として履修する場合，教養科目，教育基礎科目及び専攻科目（「卒業研究」を除く。） 

の授業科目から履修することができます。ただし，他の課程，専攻・選修・コースに開設さ

れた授業科目を履修する場合は，授業担当教員の承諾を得なければなりません。 

７）標準開設学期以外の履修

(1) 授業科目は，標準開設学期において履修することを原則としていますが，授業担当教員の承

諾を得て，１年次上位の標準開設学期に開設されている授業科目を履修することができます。 

（カリキュラム実施細則第10条）

８）履修登録単位数の上限

本学では学生の主体的で計画的な学習（それぞれの授業科目の予習・復習の時間を含む。）を促

すため，履修登録単位数に制限を設けるＣＡＰ制を導入しています。 

１～３年次は，各学期における履修登録単位数は 28 単位，年間では 52 単位が上限となります。 

ただし，以下の科目についてはＣＡＰ制の除外対象とし，履修登録単位数の上限を計算する際

は，単位数に含まれないものとします。 

(1) 集中授業（ただし，「スタディガイド」の「標準開設学期」で集中授業として定められてい

る科目のみを除外対象とする。）

(2) 教育実習（ＥＰ）

(3) 再履修科目（前学期以前の成績が「Ｆ」もしくは「失」の科目）

(4) 諸資格科目（司書教諭，司書，社会教育主事，学芸員，社会福祉士，及びスクールソーシャ

ルワーカーの資格取得のための科目）

なお，「学校司書」のみに必要な授業科目となっている以下の授業科目は，ＣＡＰ制の除外

対象とはなりません。〔履修登録単位数の上限を計算する際に含まれます。〕

「教育基礎論」「教育課程の理論と実践」（いずれも教育基礎科目）

(5) 語学技能検定（p.35参照）や留学等による認定科目

また，４年次は，全ての授業科目をＣＡＰ制の対象外（履修登録単位数の制限無し）とします。 
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TOEFL 
Educational Testing Service  

Paper-Based Test 480  

Computer-Based Test 157  

Internet-Based Test 54  

TOEIC 
Educational Testing Service  

Listening & Reading Test 600  

IELTS 5.0  
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TOEFL 
Educational Testing Service  Internet-Based Test IBT  80  

TOEIC 
Educational Testing Service  

Listening & Reading Test 730  

IELTS 6.0  
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２０　教育基礎科目

①　教育の基礎理論等に関する科目

下記の授業科目は必修なので，８単位を必ず修得する。 (教育の基礎理論）

授　業　科　目
単
位
数

講
演
実

標準開設
学期

免許法上の科目 諸資格
備考

（対象）

教 育 基 礎 論 2 講 Ⅰ 教職・理念 学校司書 教育支援系

教 育 組 織 論 2 講 Ⅰ・Ⅱ 教職・制度 スクール(学校）ソーシャルワーカー 教育支援系

教 育 と 発 達 の 心 理 学 2 講 Ⅲ 教職・発達
学校司書

スクール(学校）ソーシャルワーカー 教育支援系

特 別 支 援 教 育 入 門 2 講 Ⅳ 教職・特支
学校司書

スクール(学校）ソーシャルワーカー 教育支援系

 下記の授業科目から，２単位以上を修得する。 （教科又は教職（選択））

授　業　科　目
単
位
数

講
演
実

標準開設
学期

免許法上の科目
備考

（対象）

外 国 人 児 童 生 徒 へ の 日 本 語 教 育 2 講演 Ⅰ 大学独自（中，高）

学 級 経 営 論 2 講 Ⅵ 大学独自（中，高）

教 員 の メ ン タ ル ケ ア の 基 礎 理 論 2 講 Ⅴ 大学独自（中，高）

教 職 基 礎 と し て の 子 ど も の 安 全 管 理 2 講 Ⅳ 大学独自（中，高）

教 育 思 想 史 2 講 Ⅳ 大学独自（中，高）

教 育 評 価 の 理 論 と 実 践 2 講 Ⅴ 大学独自（中，高）

教 室 集 団 の 人 間 関 係 2 講 Ⅳ 大学独自（中，高）

現 代 学 校 論 2 講 Ⅲ 大学独自（中，高）

国 際 理 解 教 育 論 2 講 Ⅱ 大学独自（中，高）

子 ど も 社 会 学 2 講 Ⅲ 大学独自（中，高）

環 境 と 教 育 実 践 2 講 Ⅰ 大学独自（中，高）

日 本 教 育 史 2 講 Ⅵ 大学独自（中，高）

西 洋 教 育 史 2 講 Ⅴ 大学独自（中，高）

特 別 ニ ー ズ と 教 育 2 講 Ⅱ 大学独自（中，高）

国 際 バ カ ロ レ ア 教 育 論 2 講 Ⅵ 大学独自（中，高）

教 育 の た め の デ ー タ サ イ エ ン ス 1 講 Ⅳ前後 大学独自（中，高） （※１）

社会に開かれた探究と創造の学びのデザイン 1 講 Ⅴ後 大学独自（中，高） （※１）

学 び を 支 え る フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン の 技 法 1 講演 Ⅴ前 大学独自（中，高） （※１）

チ ー ム 学 校 と 多 職 種 協 働 1 講 Ⅴ前後 大学独自（中，高） （※１）

教師のレジリエンスと自己管理能力の育成 1 講 Ⅴ後 大学独自（中，高） （※１）

学 校 教 育 に お け る SDGs 1 講 Ⅳ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

教 育 評 価 の 理 論 と 実 践 1 講 Ⅴ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

環 境 と 教 育 実 践 1 講演 Ⅲ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

エ コ ス ク ー ル 論 1 講 Ⅳ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

地 域 の 環 境 観 測 と そ の 実 践 1 講 Ⅲ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

子 ど も の 遊 び と 生 活 1 講 Ⅱ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

板 書 指 導 と 手 書 き 文 字 1 演 Ⅲ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

②　教科又は教職に関する科目〔選択〕
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学 校 に お け る プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 1 講 Ⅲ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

遊 び と 発 育 ・ 発 達 1 講 Ⅱ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

学校図書館で深める主体的な学びのデザイン 1 講 Ⅱ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

Lesson Study in Japan 2 講演 Ⅵ
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

い じ め ・ 不 登 校 と 変 化 す る 社 会 1 講 Ⅳ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

現 代 の 学 校 と 外 国 人 児 童 ・ 生 徒 1 講 Ⅱ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

外 国 人 児 童 生 徒 へ の 日 本 語 教 育 1 講演 Ⅱ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

文 字 文 化 と 書 写 指 導 1 演 Ⅲ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

不 平 等 と 教 育 1 講演 Ⅲ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

特 別 ニ ー ズ と 教 育 1 講 Ⅱ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

インクルーシブ教育とユニバーサルデザイン 1 講 Ⅲ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

未 来 の 学 校 を み ん な で 創 る 1 講 Ⅲ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

現 代 の 学 校 を め ぐる 諸 課 題 と 教 育 行 政A 1 講 Ⅱ前
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

現 代 の 学 校 を め ぐる 諸 課 題 と 教 育 行 政 B 1 講 Ⅱ後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

教 師 の 省 察 的 実 践 の た め の 教 育 思 想 1 講 Ⅲ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

現 代 学 校 論 1 講 Ⅲ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

教 室 集 団 の 人 間 関 係 1 講 Ⅳ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

学 級 経 営 論 1 講 Ⅲ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

学 校 経 営 の た め の 教 育 経 営 ・ 教 育 政 策 1 講 Ⅳ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

Education in Japan (A) 2 講 Ⅴ
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

Education in Japan (B) 2 講 Ⅳ
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

教 育 の 情 報 化 基 礎 1 講 Ⅱ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

学校保健・衛生管理とマネジメントサイクル 1 講 Ⅳ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

教 職 基 礎 と し て の 子 供 の 安 全 1 講 Ⅱ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

学 校 教 育 と 地 域 連 携 1 講 Ⅳ前後
（幼，小，中，高，養）

大学独自
（※１）

教 職 実 践 演 習 （ 小 ・ 中 ・ 高 ） 2 演 Ⅷ 教職実践演習 教員免許状取得予定者のみ

【注意】

　「教職実践演習」は，本学の教員養成の仕上げをする科目として位置付くものです。大学での４年間の学修を通して，教
員として必要な知識技能を修得したことを確認し，教員生活を円滑に始められるようにすることをねらいとしています。その
ため，学校現場を実際に想定した授業内容で，学生自身の教員としての知識技能の到達点と課題を履修カルテやポート
フォリオで具体的・明示的に確認します。
なお，１年次（秋学期）開設の「教職概論」は，この科目につながる重要な授業科目です。
　履修にあたっては受講条件があります。(p.15　参照）

（※１）ターム制科目。「前」は標準開設期の前半７回、「後」は標準開設期の後半７回で実施。
　　　　具体的な期間はターム制の授業暦で確認すること。
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３．教育実習を履修するための受講条件 ＜重要＞

(1)教育実地研究Ⅰを履修するための受講条件

「教育実地研究Ⅰ」を履修するためには，以下の①②③の全てを満たすことが条件となります。

① 教育実地研究Ⅰを履修する前年度末において６２単位以上修得していること。

② ①の６２単位のうちに，以下に指定された科目・単位を含むこと。

・「教職概論」「教育基礎論」「教育組織論」の３科目６単位

・「中等各教科教育法（自コース免許教科）」及び「教育の方法と ICT」の中から１科目２単位以上

なお，実習教科が「英語」の場合は，上記に加え，以下のⅠまたはⅡの判定が必要となる。

Ⅰ：【修得済み授業科目による英語力の判定】 

※教育実地研究Ⅰを履修する前年度末（３月末）までに、以下のＣＬ選択外国語の中から

４単位以上修得

「メディア英語Ａ」「メディア英語Ｂ」「英語リーディングＡ」「英語リーディングＢ」 

「英語リスニング＆スピーキングＡ」「英語リスニング＆スピーキングＢ」 

「英語集中演習 A」「英語集中演習Ｂ」「英語集中演習Ｃ」 

「上級英語コミュニケーションⅠ」「上級英語コミュニケーションⅡ」 

「上級英語ライティングⅠ」「上級英語ライティングⅡ」 

Ⅱ：【外部資格・検定試験のスコアによる英語力の判定】 

※教育実地研究Ⅰを履修する前年度末（３月末）までに、下記いずれかの資格・検定試験の

スコア・証明書の提出が必要。

実用英語技能検定 準１級１次試験合格 

ＴＯＥＩＣ Ｌ＆Ｒ ７３０点 

ＴＯＥＦＬ iＢＴ ８０点 

ＩＥＬＴＳ ６．０ 

③ 「事前・事後の指導」の仮合格を得ること。

４．情報管理・守秘義務等に関する誓約書について

教育実習に参加するためには、「情報管理・守秘義務等に関する誓約書」を提出する必要がある。この誓

約書は実習校・園において知り得た個人情報等の適切な管理とその保護について誓約するものである。
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選択科目Ｂ（ＳＢ）

授　業　科　目
単
位
数

講
実
演

標準開設
学期

免許法上の科目 諸資格
備考

（対象）

音 楽 学 概 論 Ａ 2 講 Ⅰ 音楽理論・音楽史

社 会 理 論 と 社 会 シ ス テ ム 2 講 Ⅱ
社会福祉士

（社会学と社会シス
テム）

生 涯 学 習 概 説 Ⅰ 2 講 Ⅰ
司書

社会教育主事
学芸員

生 涯 学 習 概 説 Ⅱ 2 講 Ⅱ
社会教育主事

学芸員

人 間 理 解 の 心 理 学 2 講 Ⅱ

音 楽 学 概 論 Ｂ 2 講 Ⅱ
音楽理論・音楽史

（日本の伝統音楽を含む）

日 本 文 学 概 論 Ⅰ 2 講 Ⅰ 国文学

日 本 文 学 概 論 Ⅱ 2 講 Ⅱ 国文学

多 文 化 共 生 論 概 説 2 講 Ⅰ

異 文 化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 概 説 2 講 Ⅱ

合 唱 1 演 Ⅰ 声楽（合唱を含む）

西 洋 美 術 史 概 論 2 講 Ⅱ
（美術用）

美術理論及び美術史

日 本 東 洋 美 術 史 概 論 2 講 Ⅲ

　（美術用）
美術理論及び美術史（鑑賞
並びに日本の伝統美術及び
アジアの美術を含む）

（工芸用）
美術史（鑑賞並びに日本の
伝統工芸及びアジアの工芸
を含む）

ア メ リ カ 文 化 概 説 2 講 Ⅰ 異文化理解

英 語 圏 文 学 演 習 Ａ 2 演 Ⅴ 英語文学

英 語 圏 文 学 演 習 B 2 演 Ⅵ 英語文学

ダ ン ス 実 習 1 実 Ⅳ 体育実技

ポ ピ ュ ラ ー 音 楽 演 習 2 演 Ⅵ

民 族 音 楽 演 習 A 2 演 Ⅴ

民 族 音 楽 演 習 B 2 演
Ⅴ

（集中）

卒業研究（ＳＺ）

下記の授業科目は必修なので，４単位を必ず修得する。

授　業　科　目
標準開設

学期
コース 備考

卒 業 研 究 ⅦⅧ 表現教育コース

（Ｅ表現教育ＳＢ）

（Ｅ表現教育ＳＺ）

単
位
数

④
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（３）「大学が独自に設定する科目」として指定されている科目

本学教育支援系学生における中学校の免許状取得には，以下の開設授業科目が該当する。

中学校

社会 保健体育 英語

外国人児童生徒への日本語教育 2 ○ ○ ○

学級経営論 2 ○ ○ ○

教員のメンタルケアの基礎理論 2 ○ ○ ○

教職基礎としての子どもの安全管理 2 ○ ○ ○

教育思想史 2 ○ ○ ○

教育評価の理論と実践 2 ○ ○ ○

教室集団の人間関係 2 ○ ○ ○

現代学校論 2 ○ ○ ○

国際理解教育論 2 ○ ○ ○

子ども社会学 2 ○ ○ ○

環境と教育実践 2 ○ ○ ○

日本教育史 2 ○ ○ ○

西洋教育史 2 ○ ○ ○

特別ニーズと教育 2 ○ ○ ○

国際バカロレア教育論 2 ○ ○ ○

教育のためのデータサイエンス 1 ○ ○ ○

社会に開かれた探究と創造の学びのデザイン 1 ○ ○ ○

学びを支えるファシリテーションの技法 1 ○ ○ ○

チーム学校と多職種協働 1 ○ ○ ○

教師のレジリエンスと自己管理能力の育成 1 ○ ○ ○

学校教育におけるSDGs 1 ○ ○ ○

教育評価の理論と実践 1 ○ ○ ○

環境と教育実践 1 ○ ○ ○

エコスクール論 1 ○ ○ ○

地域の環境観測とその実践 1 ○ ○ ○

子どもの遊びと生活 1 ○ ○ ○

板書指導と手書き文字 1 ○ ○ ○

学校におけるプログラミング教育 1 ○ ○ ○

遊びと発育・発達 1 ○ ○ ○

学校図書館で深める主体的な学びのデザイン 1 ○ ○ ○

Lesson Study in Japan 2 ○ ○ ○

いじめ・不登校と変化する社会 1 ○ ○ ○

現代の学校と外国人児童・生徒 1 ○ ○ ○

外国人児童生徒への日本語教育 1 ○ ○ ○

文字文化と書写指導 1 ○ ○ ○

不平等と教育 1 ○ ○ ○

特別ニーズと教育 1 ○ ○ ○

インクルーシブ教育とユニバーサルデザイン 1 ○ ○ ○

未来の学校をみんなで創る 1 ○ ○ ○

現代の学校をめぐる諸課題と教育行政A 1 ○ ○ ○

現代の学校をめぐる諸課題と教育行政B 1 ○ ○ ○

教師の省察的実践のための教育思想 1 ○ ○ ○

現代学校論 1 ○ ○ ○

教室集団の人間関係 1 ○ ○ ○

学級経営論 1 ○ ○ ○

学校経営のための教育経営・教育政策 1 ○ ○ ○

Education in Japan (A) 2 ○ ○ ○

Education in Japan (B) 2 ○ ○ ○

教育の情報化基礎 1 ○ ○ ○

学校保健・衛生管理とマネジメントサイクル 1 ○ ○ ○

教職基礎としての子供の安全 1 ○ ○ ○

学校教育と地域連携 1 ○ ○ ○

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
科
目

教科又は教職〔選択〕

開設場所
単位
数

本学の対応授業科目名区分
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本学教育支援系学生における高等学校の免許状取得には，以下の開設授業科目が該当する。

地理歴史 公民 保健体育 情報 英語

外国人児童生徒への日本語教育 2 ○ ○ ○ ○ ○

学級経営論 2 ○ ○ ○ ○ ○

教員のメンタルケアの基礎理論 2 ○ ○ ○ ○ ○

教職基礎としての子どもの安全管理 2 ○ ○ ○ ○ ○

教育思想史 2 ○ ○ ○ ○ ○

教育評価の理論と実践 2 ○ ○ ○ ○ ○

教室集団の人間関係 2 ○ ○ ○ ○ ○

現代学校論 2 ○ ○ ○ ○ ○

国際理解教育論 2 ○ ○ ○ ○ ○

子ども社会学 2 ○ ○ ○ ○ ○

環境と教育実践 2 ○ ○ ○ ○ ○

日本教育史 2 ○ ○ ○ ○ ○

西洋教育史 2 ○ ○ ○ ○ ○

特別ニーズと教育 2 ○ ○ ○ ○ ○

国際バカロレア教育論 2 ○ ○ ○ ○ ○

教育のためのデータサイエンス 1 ○ ○ ○ ○ ○

社会に開かれた探究と創造の学びのデザイン 1 ○ ○ ○ ○ ○

学びを支えるファシリテーションの技法 1 ○ ○ ○ ○ ○

チーム学校と多職種協働 1 ○ ○ ○ ○ ○

教師のレジリエンスと自己管理能力の育成 1 ○ ○ ○ ○ ○

学校教育におけるSDGs 1 ○ ○ ○ ○ ○

教育評価の理論と実践 1 ○ ○ ○ ○ ○

環境と教育実践 1 ○ ○ ○ ○ ○

エコスクール論 1 ○ ○ ○ ○ ○

地域の環境観測とその実践 1 ○ ○ ○ ○ ○

子どもの遊びと生活 1 ○ ○ ○ ○ ○

板書指導と手書き文字 1 ○ ○ ○ ○ ○

学校におけるプログラミング教育 1 ○ ○ ○ ○ ○

遊びと発育・発達 1 ○ ○ ○ ○ ○

学校図書館で深める主体的な学びのデザイン 1 ○ ○ ○ ○ ○

Lesson Study in Japan 2 ○ ○ ○ ○ ○

いじめ・不登校と変化する社会 1 ○ ○ ○ ○ ○

現代の学校と外国人児童・生徒 1 ○ ○ ○ ○ ○

外国人児童生徒への日本語教育 1 ○ ○ ○ ○ ○

文字文化と書写指導 1 ○ ○ ○ ○ ○

不平等と教育 1 ○ ○ ○ ○ ○

特別ニーズと教育 1 ○ ○ ○ ○ ○

インクルーシブ教育とユニバーサルデザイン 1 ○ ○ ○ ○ ○

未来の学校をみんなで創る 1 ○ ○ ○ ○ ○

現代の学校をめぐる諸課題と教育行政A 1 ○ ○ ○ ○ ○

現代の学校をめぐる諸課題と教育行政B 1 ○ ○ ○ ○ ○

教師の省察的実践のための教育思想 1 ○ ○ ○ ○ ○

現代学校論 1 ○ ○ ○ ○ ○

教室集団の人間関係 1 ○ ○ ○ ○ ○

学級経営論 1 ○ ○ ○ ○ ○

学校経営のための教育経営・教育政策 1 ○ ○ ○ ○ ○

Education in Japan (A) 2 ○ ○ ○ ○ ○

Education in Japan (B) 2 ○ ○ ○ ○ ○

教育の情報化基礎 1 ○ ○ ○ ○ ○

学校保健・衛生管理とマネジメントサイクル 1 ○ ○ ○ ○ ○

教職基礎としての子供の安全 1 ○ ○ ○ ○ ○

学校教育と地域連携 1 ○ ○ ○ ○ ○

道徳教育の指導法 2 ○ ○ ○ ○ ○

中等社会科教育法Ⅰ 2 ○ ○ ※　学校教育系科目

中等社会科教育法Ⅱ 2 ○ ○

本学の対応授業科目名
単位
数

高等学校
開設場所

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
科
目

教科又は教職〔選択〕

区分
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